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            非ガウスフィノレターのガウス和近似

                                北 川 源四郎

 非定常あるいは非線形システムの解析において非ガウス型フィルターが強力た手段となる．低次元の

システムに対しては確率分布を数値的に表現することにより状態の条件つき分布の更新式を実際に計算

することができる（Kitagawa，1985）．しかし，高次元のシステムに対しては計算量の点から何らかのパ

ラメトーリックな近似が必要となる．

 ここでは，線形非ガウスシステム

                    ル＝Fκη一1＋0Vη
  （1）

                    ル＝Hκ。十舳

においてシステム雑音。，、および観測雑音〃，、の分布が

                  力。（κ）＝Σα〃（κ；μ｛，Q｛）
  （2）
                  力ω（κ）＝Σβゴψ（κ；ξ｛，σ三）

と表わされているものとする．ただし，gは正規密度関数．このとき，条件つき分布力（κ、1γ、一1），力（κ、

l K三）をそれぞれ

               力（κ、lK、一1）＝Σレ｛ψ（κ；砧、一1，γ遂■、一、）
  （3）
               力（κ戸、l K、） ＝Σ⊃δ｛ψ（κ；κ至’、，γ名、）

と表現してみる．状態ベクトルの初期分布がガウス和で表現できる場合には，十分大きな項数を用いれ

ば（3）の表現は厳密である．しかし，その必要な項数はmとともに爆発的に増大するので実際に計算す

るのは不可能に近い．この非ガウスフィルターを近似的に実現する方法として，各時点でより少ない項

数のガウス和で近似したおすことが考えられる．そのためには分布間の距離が最小となる様に定めれば

よいが，これを忠実に実行するのでは近似的な方法を用いる意味が失われる．

 一つの方法として各成分分布問の近さを

  （4）         D（か，力。）＝∫（力｛；力。）十∫（力。；か）

（∫（か；力5）はKL情報量）で評価し，いちばん近い二つの分布を一つの分布で近似しなおしてみた．こ

の方法を繰返せば，どの時点でもガウス和の項数を一定数以下にすることができるので，実用的な非ガ

ウス型フィルターが実現できる．とくに，その個数をユ主すると，分散を自動的に調整する一種のガウ

ス型適応フィルターにたる．
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               急性白血病患者の病態予測

                                田  村  義  保

 急性白血病患者の病態を予測するベイズ型モデルについて考える．急性白血病は，白血球系細胞が未

成熟た状態のまま，骨髄や扶楕血中に増殖する疾患で，その他の正常な血液細胞の増殖や分化が抑制さ

れる．白血病細胞の産生機構のコンバートメソトモデルを図！に示す．急性白血病は，休止期にとどま

る細胞数が増大し，正常白血球の産生を阻害するような病気である．薬剤を投与することにより，白血


